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水
無
月
（
み
な
づ
き
）
の
由
来
に
は
諸
説
あ
り
ま

す
。
文
字
通
り
「
梅
雨
が
明
け
て
水
が
涸
れ
て
な
く

か

な
る
月
」
と
い
う
の
は
よ
く
聞
き
ま
す
。
そ
れ
以
外

の
も
の
と
し
て
は
、
水
無
月
の
「
無
」
は
「
の
」
を

意
味
す
る
の
で
、
水
無
月
は
「
水
の
月
」
で
あ
る
と

す
る
説
が
あ
り
ま
す
（
ち
ょ
う
ど
１
０
月
の
「
神
無

月
」
が
「
神
の
月
」
と
い
う
解
釈
も
で
き
る
よ
う
に
）
。

水
の
月
に
関
連
し
て
、
田
植
が
終
わ
っ
て
田
ん
ぼ

に
水
を
張
る
必
要
の
あ
る
月
な
の
で
、
水
無
月
は
「
水

張
月
（
み
づ
は
り
づ
き
）
」
や
「
水
月
（
み
な
づ
き
）
」

と
い
う
別
名
も
あ
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
田
植
と
い
う
大
仕
事
を
し
終
え
た
月
「
皆

仕
尽
・
皆
仕
月
（
み
な
し
つ
き
）
」
と
い
う
言
い
方

も
あ
り
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
６
月
は
昔
か
ら
祝
日
が
な
い
の
で
す

が
、
こ
れ
は
皇
室
由
来
の
節
目
の
日
が
な
く
、
農
繁

期
で
も
あ
っ
た
た
め
、
と
い
う
事
情
の
よ
う
で
す
。

６
月
の
誕
生
石
は
パ
ー
ル
（
真
珠
）
、
ム
ー

ン
ス
ト
ー
ン
、
ア
レ
キ
サ
ン
ド
ラ
イ
ト
で
す
。

パ
ー
ル
の
石
言
葉
は
「
健
康
・
円
満
」
、
ム

ー
ン
ス
ト
ー
ン
の
石
言
葉
は
「
長
寿
・
富
」
、

ア
レ
キ
サ
ン
ド
ラ
イ
ト
の
石
言
葉
は
「
高
貴
・

情
熱
」
で
す
。

パ
ー
ル
は
、
生
き
た
貝
が
長
い
年
月
を
か
け

て
育
ん
だ
「
命
の
滴
」
で
す
。
そ
こ
か
ら
「
人

魚
の
涙
」
「
月
の
雫
」
と
も
考
え
ら
れ
、
神
秘

的
な
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
。

ム
ー
ン
ス
ト
ー
ン
は
、
澄
ん
だ
宝
石
の
中
に
、

わ
ず
か
な
光
が
入
る
と
生
じ
る
、
く
っ
き
り
と

鮮
や
か
な
青
い
虹
が
特
徴
で
す
。
良
質
な
ブ
ル

ー
ム
ー
ン
ス
ト
ー
ン
は
、
数
あ
る
宝
石
の
中
で

も
印
象
深
く
、
神
秘
的
な
も
の
だ
そ
う
で
す
。

ア
レ
キ
サ
ン
ド
ラ
イ
ト
は
、
陽
の
光
の
下
で

は
、
森
の
泉
を
思
わ
せ
る
深
い
フ
ォ
レ
ス
ト
グ

リ
ー
ン
。
そ
し
て
夜
、
白
熱
灯
の
下
で
見
る
と
、

艶
め
い
た
輝
き
を
放
つ
バ
ー
ガ
ン
デ
ィ
ー
（
ワ

イ
ン
レ
ッ
ド
色
）
に
変
化
し
ま
す
。

～6月《水無月》～
み な づ き
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雨
の
結
婚
式
っ
て

縁
起
が
い
い
の
？

洗
濯
物
の
部
屋
干
し

父
の
日

今
年
は
６
月
１
６
日
が
父
の
日
で
す
。
父
の

日
の
由
来
は
、
ア
メ
リ
カ
で
母
の
日
が
始
ま
っ

て
ま
も
な
く
、
ワ
シ
ン
ト
ン
州
の
『
ジ
ョ
ン
・

ブ
ル
ー
ス
・
ド
ッ
ト
夫
人
』
が
、
１
９
０
９
年

に
「
父
の
日
も
つ
く
っ
て
下
さ
い
」
と
『
牧
師

協
会
』
に
嘆
願
し
た
の
が
き
っ
か
け
で
す
。

日
本
で
父
の
日
が
広
が
り
始
め
た
の
は
１
９

５
０
年
（
昭
和
２
５
年
）
頃
か
ら
で
す
。
し
か

し
、
当
時
の
認
知
度
は
ま
だ
ま
だ
低
く
、
一
般

的
な
行
事
と
し
て
知
れ
渡
る
よ
う
に
な
っ
た
の

は
１
９
８
０
年
代
で
し
た
。
そ
の
き
っ
か
け
は
、

デ
パ
ー
ト
な
ど
が
経
営
戦
略
と
し
て
、
父
の
日

を
イ
ベ
ン
ト
化
し
た
こ
と
に
よ
り
ま
す
。

ち
な
み
に
、
母
の
日
に
は
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン

を
送
る
の
が
一
般
的
な
の
に
対
し
て
、
父
の
日

の
花
と
し
て
は
バ
ラ
を
送
る
と
い
う
の
が
一
般

的
だ
そ
う
で
す
。
花
の
他
に
も
父
親
に
合
わ
せ

て
様
々
な
選
択
肢
が
あ
る
よ
う
で
す
ね
。

洗
濯
物
を
早
く
乾
か
す
た
め
に
は
、
繊
維
に
空

気
を
当
て
る
事
が
大
切
で
す
。
そ
の
た
め
に
適
し

た
場
所
と
は
「
空
気
の
流
れ
」
が
多
い
場
所
で
す
。

部
屋
と
部
屋
の
間
の
鴨
居
（
か
も
い
）
を
利
用
し

た
り
、
室
内
用
の
物
干
を
部
屋
の
中
央
に
置
い
た

り
し
て
、
空
気
の
動
き
が
あ
る
乾
き
や
す
い
場
所

に
干
す
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

た
だ
し
、
窓
を
閉
め
た
時
の
窓
際
は
湿
気
が
た

ま
り
や
す
い
の
で
ご
注
意
を
。
カ
ー
テ
ン
レ
ー
ル

を
利
用
す
る
と
、
窓
際
に
干
す
の
は
手
軽
な
の
で

す
が
、
風
の
動
き
が
悪
い
上
に
、
カ
ー
テ
ン
の
汚

れ
が
洗
濯
物
に
つ
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
扇
風
機
や
サ
ー
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
等
の
家

電
製
品
を
利
用
し
て
「
空
気
の
流
れ
」
を
作
る
こ

と
で
、
乾
燥
効
率
は
さ
ら
に
ア
ッ
プ
し
ま
す
。

生
活
ス
タ
イ
ル
が
多
様
化
す
る
中
、
家
事
を
サ

ポ
ー
ト
し
て
く
れ
る
グ
ッ
ズ
も
進
化
し
て
い
ま

す
。
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
等
で
チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
る

の
も
楽
し
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
よ
。

６
月
と
言
え
ば
「
ジ
ュ
ー
ン
・
ブ
ラ
イ
ド
（
６

月
の
結
婚
・
花
嫁
）
」
。
た
だ
、
こ
の
時
期
は
雨

が
多
い
の
で
す
。
で
も
、
雨
の
結
婚
式
は
縁
起

が
い
い
と
い
う
話
が
あ
り
ま
す
。

【
理
由
１
】
神
様
が
涙
を
流
し
て
く
れ
る
か
ら

何
と
も
素
敵
な
表
現
で
す
よ
ね
。
フ
ラ
ン
ス

に
は
「
雨
の
日
の
結
婚
式
は
幸
運
を
も
た
ら
す
」

と
い
う
言
い
伝
え
が
あ
り
ま
す
。
新
郎
新
婦
が

一
生
に
流
す
涙
を
、
神
様
が
代
わ
っ
て
流
し
て

く
れ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
ま
た
、
雨
粒
は
神

様
が
遣
わ
し
た
天
使
だ
と
い
う
伝
説
も
あ
る
よ

う
で
す
。

【
理
由
２
】
雨
降
っ
て
地
固
ま
る
か
ら

日
本
に
も
昔
か
ら
「
雨
降
っ
て
地
固
ま
る
」

と
い
う
こ
と
わ
ざ
が
あ
り
ま
す
。
雨
が
降
っ
た

後
、
地
面
は
乾
く
と
強
固
な
も
の
に
な
る
も
の

で
す
。
し
っ
か
り
し
た
地
盤
の
上
で
二
人
の
人

生
が
歩
め
る
、
と
思
う
と
、
な
ん
だ
か
安
心
で

き
ま
す
よ
ね
。



漢
字
読
め
ま
す
か
？

吹
き
戻
し

昔
な
が
ら
の
紙
製
の
笛
オ
モ
チ
ャ
で
あ
る
「
吹

き
戻
し
」。
口
に
加
え
て
ヒ
ュ
ー
と
吹
く
と
ス
ル
ス

ル
と
伸
び
て
、
先
か
ら
ク
ル
ク
ル
と
戻
っ
て
く
る

も
の
、
と
い
う
と
皆
さ
ん
わ
か
り
ま
す
よ
ね
。

笛
の
先
が
「
６
」
に
似
て
い
る
こ
と
か
ら
、
６

月
６
日
が
「
吹
き
戻
し
の
日
」
に
制
定
さ
れ
て
い

る
そ
う
で
す
。
こ
の
笛
に
は
色
々
な
呼
び
方
が
あ

り
、
ピ
ー
ヒ
ャ
ラ
笛
、
巻
笛
、
蛇
笛
と
も
呼
ば
れ

て
い
ま
す
。

今
で
は
こ
の
吹
き
戻
し
は
、
喘
息
や
言
語
障
害
、

脳
梗
塞
な
ど
、
様
々
な
病
気
の
リ
ハ
ビ
リ
道
具
と

し
て
医
療
現
場
で
も
利
用
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

健
康
に
も
い
い
オ
モ
チ
ャ
と
い
う
わ
け
で
す
ね
。

ブ
ロ
グ
記
事
ご
紹
介

（４月１８日掲載記事）

※ブログ記事は毎日更新！
ぜひご覧ください！！
http://daigo.kazelog.jp/

今
回
は
「
国
名
（
二
文
字
以
下
）
」
に
関
す
る

漢
字
を
集
め
て
み
ま
し
た
。
次
の
漢
字
を
読
ん
で

み
て
く
だ
さ
い
。

①
氷
島

②
愛
蘭

③
伊
蘭

④
印
度

⑤
埃
及

⑥
玖
馬

⑦
希
臘

⑧
瑞
西

⑨
瑞
典

⑩
泰

⑪
捷
克

⑫
西
蔵

⑬
智
利

⑭
丁
抹

⑮
独
逸

⑯
越
南

⑰
秘
露

⑱
波
蘭

◎
キ
ッ
チ
ン
工
事

先
日
キ
ッ
チ
ン
の
交
換
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
シ
ス
テ
ム
キ
ッ
チ
ン
に
し
た
の
で
収
納
力

も
ア
ッ
プ
。
天
板
は
人
造
大
理
石
で
、
お
手
入
れ

も
簡
単
に
な
り
ま
し
た
。
サ
ッ
シ
も
単
層
ガ
ラ
ス

か
ら
複
層
ガ
ラ
ス
に
交
換
し
、
断
熱
効
果
も
ア
ッ

プ
し
ま
し
た
。

リ
フ
ォ
ー
ム
部

越
田
裕
紀
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漢
字
読
め
ま
す
か
？

解
答

暮らしの雑学・豆知識

●○●○●○●○●○●○●○●○●

～電子レンジと氷～

電子レンジで氷をチンしても、

通常融けないのですが、なぜでし

ょう？ 電子レンジは、マイクロ波

という電磁波によって、食品に含

まれる「液体の水分」を加熱する

しくみになっています。ですから、

食材等に水分が含まれていないと

熱くなりませんし、固体である氷

の分子もマイクロ波に共鳴せず、

融けないのです。

ただし、氷にちょっとでも水が

ついていると、そこから熱が発生

し、融けてしまいます。

①
氷
島
（
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
）

②
愛
蘭
（
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
）

③
伊
蘭
（
イ
ラ
ン
）

④
印
度
（
イ
ン
ド
）

⑤
埃
及
（
エ
ジ
プ
ト
）

⑥
玖
馬
（
キ
ュ
ー
バ
）

⑦
希
臘
（
ギ
リ
シ
ャ
）

⑧
瑞
西
（
ス
イ
ス
）

⑨
瑞
典
（
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
）

⑩
泰

（
タ
イ
）

⑪
捷
克
（
チ
ェ
コ
）

⑫
西
蔵
（
チ
ベ
ッ
ト
）

⑬
智
利
（
チ
リ
）

⑭
丁
抹
（
デ
ン
マ
ー
ク
）

⑮
独
逸
（
ド
イ
ツ
）

⑯
越
南
（
ベ
ト
ナ
ム
）

⑰
秘
露
（
ペ
ル
ー
）

⑱
波
蘭
（
ポ
ー
ラ
ン
ド
）

最
近
め
っ
き
り
カ
タ
ツ
ム
リ
を
見
る
機
会

が
減
り
ま
し
た
ね
。
庭
・
農
地
の
減
少
や
、

酸
性
雨
、
地
球
温
暖
化
等
の
環
境
変
化
が
原

因
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

カ
タ
ツ
ム
リ
の
殻
の
表
面
に
は
殻
皮
（
こ

く
ひ
）
と
言
わ
れ
る
薄
い
膜
が
あ
り
、
殻
本

体
を
腐
食
か
ら
保
護
し
、
汚
れ
を
つ
き
に
く

く
す
る
機
能
が
あ
り
ま
す
。
カ
タ
ツ
ム
リ
の

殻
は
、
私
た
ち
の
家
の
外
壁
材
な
ど
に
も
利

用
さ
れ
て
い
て
、
汚
れ
の
付
き
に
く
い
壁
を

実
現
し
て
い
ま
す
。

「
ア
ジ
サ
イ
」
の
語
源
は
諸
説
あ
り
ま
す

が
基
本
は
「
青
い
花
が
集
ま
っ
て
い
る
」

と
い
う
意
味
な
の
だ
そ
う
で
す
。
集
め
る

と
い
う
意
味
の
「
集
（
あ
づ
）
」
に
、
青
色

・
藍
色
と
い
う
意
味
の
「
真
藍
（
さ
あ
い
）
」

で
「
集
真
藍
（
あ
ず
さ
あ
い
）
」
。
そ
れ
か

ら
転
じ
て
ア
ジ
サ
イ
、
と
い
う
こ
と
で
す
。

ま
た
、
ア
ジ
サ
イ
の
葉
や
つ
ぼ
み
、
根

に
は
有
毒
物
質
が
含
ま
れ
ま
す
。
胃
の
中

で

青
酸
（
シ
ア
ン
）
が
生
成
さ
れ
、
中
毒

症
状
を
引
き
起
こ
す
の
で
、
小
さ
な
お
子

さ
ん
の
い
る
方
は
特
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

カ
タ
ツ
ム
リ

紫
陽
花
（
ア
ジ
サ
イ
）

求人募集!!
リフォーム営業職
詳しくは下記までご連絡
ください。お待ちして
おります。

0274-67-2721
（担当：都丸）


